
ギャラリー ワークショップ

ギャラリー

インフォメーション

ワークショップ

スタジオ

ロビー

スタジオ

ロビー

スタジオ

ロビー 棚受金物

タルキ
木60×90

St-L100×100
ダブル

有孔合板(片面塗装)

公園からパブリックアート
のように直接見え制作自体
がパフォーマンスとなる。

入口に近く、展示の導入
やイベントスペースとし
て使いやすい。

動線との境界が曖昧でブ
ースやコーナーを作りづ
らい。天井が低く柱や筋
交いがあり圧迫感がある。

エントランスやオフィス
から目が届かず管理に人
手が必要。アートの下地
としての抽象度がない。

大きな軒のあるアプロー
チと駐車場の様子がよく
見える大きな窓。

休憩やイベントができる
ような広さがなく奥の様
子がわからない。受付カ
ウンターが堅苦しい。

裏側で独立性が高く静か
個室の会議室や大きな収
納スペースがある。

奥まっていて館内の様子
がわからない。出入口が
少なく存在がわからず来
館者が訪問しづらい。

仮設建物のほどよいラフさから多少の傷や汚れを気にせず思い切
った活動ができる。部屋の使い方を皆で考えて発見し、試行錯誤
ができる。

部屋同士をつなぐ動線が狭く視線が通らないため他の活動が見えず
一体感がない。アートの場としての静謐さや緊張感の不足。

歩き回って鑑賞
・エントランスホール
・交流スペース・スタジオ(大)
・作品展示コーナー
・情報発信コーナー

・作業室・工作コーナー
・事務室・会議室

・スタジオ(小)

＜これまでの「アートラボはしもと」の
                   良いところと悪いところ＞

全体

アトリウム 大ギャラリー エントランス オフィス

独立した小劇場

座って集中

１階

２階

３階

静かな広がり
とコーナー

センターウォール

ムービングウォール

公園とつながる
制作/展示室

公園とつながる
ロビー

独立した
制作/展示室

ムービング
ウォールを
交互にして
独立して使う
ことも可能

会議室作業室 ロビー

前室

階段

スタジオ小

視線でつながるワンルーム

CH=4500

CH=3500
事務室

テーブル
FL+700

腰壁
FL+900

大山町
ゆうひ公園

①

②

②③

④

①ロゴ+館名+情報かべ ④バナー
②ロゴ(ネオン) ③情報ニッチ+ロゴ 

①北側エントランス

②南東側壁面

③西側壁面 南側外観

民間
施設

駐車場

歩道

＜ロゴマーク＞ ＜外壁への配置＞

＜名称表記＞

＜館内サイン＞

後継施設
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冬至 31.6°

夏至 78.4°

２階

ロビー

屋上

１階

ロビー / スタジオ

ミラーレース
カーテン

ブラインド

＜サービスバルコニーの構造＞

３階

センターウォール

ムービングウォール

２階

１階

フロント センター

倉庫２(備品)
１階で使用する備品や
家具,工具などを収納
するクローズドな倉庫.
イベント時は控室にも.

(e)案内カウンター
来館者を最初に出迎えて
館内情報を提供するコン
シェルジュ.可動家具で構
成し適宜移動できる様に
します.

(f)情報発信壁
主要なイベントや展示の
告知などを大きく掲示し
てアピールします.閉館後
も照明を点灯し風除室が
ショーケースとなります.

スタジオ大(北)
自然光の入らない静謐な大部屋.センタ
ーウォール北面を白パネルで覆えば
ホワイトキューブの制作/展示室に
できます.北側の壁にも懐があり配線や
機材置場等に重宝します. 2ヶ所のエントランス

対角線上に2つ設け、周辺
整備後の主要動線や展示
など企画の意図に柔軟に
対応できるようにします.

倉庫１(備品+仮置き)
荷捌き直結の大きな整形
の倉庫.出入りする作品や
資材,ゴミなどの仮置場と
して床が残るよう備品類
は極力集中して納めます.

(g)作品展示コーナー
センターウォールのカス
タマイズと家具の組合せ
で,小さく繊細なものから
巨大な壁画や立体まで、
多彩な展示を作家の手で
行えるようにします.

くぼみテラス
奥行1.6mのインナーテラス.
外部との中間領域が様々
な調整機能を果たします.

吹抜け
4.5×2.9mの床の開口部が
上下階の空気をつなぐ.
高さ10m超の展示も可能.

スタッフルーム
2階で唯一の閉じた居室.
クローズドな会議やスタ
ッフの休憩,救護室などに
利用します.廊下の奥には
スタッフ用の手洗いコー
ナーを設けます.

事務室
オープンなつくりでロビ
ーや作業室,工作コーナー
に常に視線が配れます.
カウンター奥の天蓋下は
距離も取れていて執務に
集中できます.

(d)相談・受付カウンター
事務室全面の長さで利用
の受付やイベントの相談,
簡単な打合せが複数同時
に行えます.

(c)ラーニングコーナー
吹抜け周りの棚に活動記
録のアーカイブがあり閲
覧できる.アートイベント
や文化事業等の情報も集
約されているミニライブ
ラリのような場所.

倉庫３(資材)
作業室と廊下から出入り可能.
仮置き,資材,ゴミなど場所を
明快に区分し管理を助けます.

倉庫4(備品)
スタジオ小で使用する
イスや演出機器の保管場
所. 舞台袖にもなります.

屋上への開放
南側の扉を開ければ屋上に
展開する使い方もできます.

階段室と前室
アプローチとなる2～3階
の階段室と前室は壁,天井
をシルバー塗装、床を光
沢のある塗床とし、建物
内とは別の世界を演出し
ます.

会議室
巾10m奥行き9mで1室で
も2室でも使いやすいサイ
ズ.天井中央にシステム間
仕切り、外周にはロール
スクリーンを設置して視
線をコントロールします.

天井計画(ロビー,スタジオ)
・1階：センターウォール
の1820mmで格子状のフ
レームを吊り照明,展示,間
仕切りに使用します.
・2階：逆さにした箱形の
天蓋をコーナーや吹抜け
に合わせて配置し、場所
毎の居心地をつくります.
・3階：音響効果を考えた
簡易な多面天井とし、小
劇場のような場とします.

ロビー(南)
公園に面した大開口と2階への吹抜け
があり明るく開放的.家具の選択&配
置と吊りものを組合わせることで、
ゾーンに分割したり,ブースで小分け
にしたり,一体で広場のようにもでき
ます.南側を開放した公園との連携も
楽しみです.

カフェ
ロビーやテラス,時には
公園にもサービスする
小さなカフェは展示や
イベントのパーティで
も活躍します.グッズや
作品のチャレンジショッ
プとしても利用できます.

作業室
奥から工作機械+塗装室/資材棚/
作業台/道具棚を帯状に並列配置.
明快なルールが作業性を高め自主
管理と参加を促します.作業台上
部にはバトンを並べて個別に電源
や照明を調整できます.

(a)工作コーナー
家具のコンビネーション
で小上りと壁,資材棚,作業
台を設置し,その他の小物
は備品で補います.企画に
よって組替えたり,時には
1階や公園に出張すること
も出来ます.

(b)交流スペース
ゆったりとソファやサイ
ドテーブルが並び、気軽
に休憩したり,寛ぎながら
会話や情報交換できます.

スタジオ小
9×9mの暗室スタジ
オ.ステージはパレッ
ト積みとし,演出に合
わせて自由に配置で
きます.
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１階　南側スタジオ大/北側ロビーに反転した場合：

北側ロビーでは子ども向けの工作教室と映像展示、南側スタジオ大では

パフォーミングアーツが進行中　階段奥では関連ワークショップが行われている

２階 ロビー：視線が通り各室の様子がみえるロビー

南側に並ぶコーナーにはそれぞれ天蓋があり居心地をつくる

フローリングや腰壁、ガラスの枠材には津久井産材を使用

１階　南側ロビー/北側スタジオ大として使う場合：

北側スタジオ大では作家による大壁面を使った公開制作

南側ロビーでは学生の作品展示、窓際はテラスや公園にも家具を出し開放的なラウンジに

各階平面図　A1　S=1/300

＜箱系の構造：木フレーム＋面材＞

＜組み合わせ例＞

組合わせたり,面材を取り付けたりできる タルキの長さで寸法調整や組み立てができる

展示台 小上がりライブラリーコーナー
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ソファコーナー 展示ブース

有孔合板+UC 有孔合板
+UC

フレーム：木60×60
ウレタンフォーム＋布地

R40 タルキ：木60×90

脚：St-L60×60

キャスター

＜棒系の構造：アングル＋タルキ＞

フレーム：木60×60
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センターウォール

格子天井有孔合板(白面)

有孔合板
(木面)

＜センターウォールの構造＞
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吊り展示

壁材の変更
(ex. 黒板)

棚板取付け
家具収納

家具取付け棚板取付け

【設計コンセプト】

１.能 動 性 を 発 展 継 承 す る う つ わ

〇
×

〇
×

【設計コンセプト】

３.能動性を喚起する各階の仕掛け

【フロアの想定ゾーニング】

２.壁の制約を最小限にするグルーピング

　「アートラボはしもと」のこれまでの活動を支えて
きたものは、何よりも関係者の「情熱＝能動性」だと
思います。この能動性を喚起してきた状況や仕組みを
分析し、発展継承するうつわを考えます。

行動や運動の基本
的な形を元に機能を
グルーピングし、階
ごとに配置します。
壁による分断が減っ
て一体感が高まり、
各階の性質は強まり
ます。

＜１階＞反転するスタジオとロビー
建物中央東西方向の「センターウォール」と、その両端で
南北に動く2枚の「ムービングウォール」の組み合わせで、
開放的な南側と落ち着いた北側、どちらをスタジオ／ロビ
ーとするか選択できます。

「静かで独立性の高いス
タジオ／公園と展示場に
つながる開放的なロビー」
、その逆なら「制作プロ
セスがパフォーマンスと
なる公開性の高いスタジ
オ／落ち着いた広がりと
コーナーをもつロビー」
となり、この反転が館内と
公園に動的な関係を生み出
します。

＜２階＞モノ・コト・ヒトが見えるワンルーム
座位が基本となる諸室を集めてテーブルや腰壁の高さをそろ
え上部を極力開放することで、異なる活動や作業にそれぞれ
が集中しながら、互いの姿が見え、感じられる一体感をつく
ります。ロビーにはその様子が一挙に把握できる一覧性が
あり、体験や創作への動機を生み出します。

【公園との連続性】【民間施設との連携】

７.公園とコミュニケートする奥行きのある開口

【ヴィジュアルアイデンティティ】

６.親 し み と 強 度 を 併 せ 持 っ た グ ラ フ ィ ッ ク

周辺環境や来館者像の多様さに応える強度と親しみ
を持たせます。ロゴは文字の横棒をドットに変え
、配置でキャラクター性を持たせています。
ラインとドットのシンプルな構成は館内サインにも
適用でき運営に応じて展開させることも容易です。
外壁にはこれらを各環境に合う方法で配置します。

南側は奥行き約1.6mの大開口とサービスバルコ
ニーで公園と対面します。セットバックの懐で
日射を制御してブラインド等での閉鎖時間を減
らし透明度を保ちます。3層のグレーチング床は
メンテナンスだけでなくイベント告知のバナー
や季節の飾り付け、公園を一体利用するワーク
ショップなどにも使用できます。

＜３階＞もう一つの建物としての小劇場

防音と音響がコントロールされた

ブラックキューブです。アプローチ

の仕上や天井形状を独自のものとし

て、別建物のような独立性をつくり

ます。また屋上に開放できることで

演目やイベント利用にバリエーショ

ンが生まれることを期待します。

「箱系」と「棒系」2系統の家具で能動的な運営を支えます。箱系はイベン
トや展示の企画に応じてブースやレセプション、休憩コーナーなどを適宜構
築できるもの、棒系は細かな寸法調整や運営の機微に合わせた制作が容易な
もので、それぞれに程よいカスタマイズ性を持たせます。

【プログラムに与える効果】【持続可能な施設運営】

４.ア ク テ ィ ブ な 固 定 壁 と 白 く 重 厚 な 可 動 壁

【プログラムに与える効果】【持続可能な施設運営】

５.ほどよくカスタマイズできる2系統の家具

　1階中央東西方向のセンターウォールは柱と梁を両面から挟む太鼓張り
構造で懐が500mmあります。下地はスチールのL型材を2つ抱き合わせた
縦地に木材を渡して横地とし、片面を白塗装した有孔合板を張って仕上
げますが、ビスの抜き差しで簡単に脱着,交換ができ、面材の改変や下地
と懐を利用した様々な使いこなしが可能です。一方、南北方向のムービ
ングウォールは美術館仕様の分厚い可動壁。表面はクロス張りで目地が
なく、巨大な壁面がフロア全体の抽象度を担保します。
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